
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

コロナ禍で困難を抱える女性に対する相談支援事業【神戸市】

目的・目標

事業の特徴

女性の悩みが複合化、複雑化していることから、問題を抱える
女性等が、どの窓口に相談していいか、自身では判断しづら
い状況にあると考えられる。

【目的】

問題を抱える女性等が気軽に相談できる受け皿をつくり、必要
に応じて個々の事情に寄り添った支援につなげる。

【数値目標及び達成状況】
相談・支援者数 目標延べ700人、実績延べ897人

・相談会では、女性が悩みを相談しやすいよう、女性の弁護士や
司法書士等の専門家による面接相談を実施。また、相談会場
では生理用品や食品等を配布。

・事業の広報物を添付した生理用品を、神戸市男女共同参画セ
ンターや市立図書館、市内の一部の大学・専門学校、ハローワ
ーク等の多様な施設で配布。

・兵庫県
・兵庫労働局
・大学、専門学校等
・市立小・中・高・特別支援学校
・男女共同参画センター
・ひとり親家庭支援センター
・市立図書館

これまで困難を抱えながら声を上げにくかった女性が、本事業を
きっかけとして相談することができ、個々の事情に寄り添った支
援につながったと考えている。
（相談・支援者数の目標延べ700人を達成）

今年度の実施状況を踏まえ、より幅広く、困難を抱える方々にご
利用いただけるよう、広報や相談会場等の見直しを進める。



事業の概要

①女性なんでも電話相談

女性の相談員による電話相談を週２回実施。相談者の
問題を整理し、各種相談窓口・機関や②の相談会につな
げる。

②女性による女性のための相談会

女性の弁護士や司法書士等の専門家による面接相談
や、相談者同士が悩みや思いを語り合い共有するおしゃ
べり会、生理用品等の無料配布を月１回実施。

③生理用品の配布

男女共同参画センターや市立図書館、市内の一部の大
学・専門学校、ハローワーク等にて、事業の広報物を添付
した生理用品を配布。

＜生理用品添付のカード型広報物＞ ＜事業のチラシ＞
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